
～３枚の航空写真から～ 

副校長 新美 美由子 

校長室には３枚の航空写真が飾ってあります。１９８１年（昭和５６）に撮影した写真と、 

１９９９年（平成１１）に撮影した写真、そして今年２００５年（平成１７）に撮影した写真 

です。 

３枚を比較すると校舎の周りの変化を知ることができます。１９８１年の写真には、学校の 

周りに樹木がほとんど写っておらず、小川の流れがはっきり見てとれます。１９９９年の写真 

はもうすでに現在に近く、小川や池の周りに樹木がたくさん写っています。樹木が成長し緑が 

豊かになるとともに、学校も成長してきたように思えました。１０月７日の開校記念式で４年 

生が霧一小の２７年間を振り返ってくれたことを思い出し、学校がどのように変わってきたの 

か調べてみました。 

１９７９年（昭和５４）の開校当時の児童数は１３２名、職員は１７名でした。年度末の３ 

月には児童数が２２７名となりました。次の年１９８０年（昭和５５）に校章が制定されまし 

た。１枚目の写真が撮影された１９８１年の児童数は６２４名。１９８２年（昭和５７）に校 

歌と校旗が制定されました。同じ年に霧が丘第二小学校が開校しています。その後も児童数は 

増加し、１９８３年（昭和５８）には８３４名まで増えました。次の年の１９８４年（昭和５ 

９）に霧が丘第三小学校が開校しています。そして、児童数は少しずつ減り、１０周年を迎え 

た１９８９年（平成元年）は５６３名、２枚目の写真が撮影された１９９９年は（２０周年） 

２７０名に減少しました。２００５年１１月現在の児童数は１９９名、職員数１８名です。 

児童数は減ってきたものの、NＨＫの合唱コンクールで銅賞を受賞したり、全市にむけて算 

数科の授業の公開や、児童指導の研究発表会を開催したりと、霧一小の教育活動の充実がうか 

がえます。 

では、学校教育の柱となる教育目標はどのように変わってきたのでしょうか。開校した当時 

の目標は、「よく考える子・進んで学ぶ子」「やりぬく子」「心の豊かな子」でした。その後「課 

題を見つけ豊かな発想をもとに自ら学ぶ子を育てよう」「人間性豊かな子どもを育てよう」と 

いう目標になり、現在の「心楽しくたくましく生きる霧一の子」は市の研究協力校として、児 

童指導の研究に取り組んだ１９９６年（平成８）～１９９７年（平成９）の頃に考えられた目 

標です。こう見てくると、霧一小の教育は「心の豊かさ」と「自ら学ぶ力」の育成を目指して 

きたと言えます。現在の霧一小の子どもたちの育ちは、この二つの教育目標が基盤となってい 

ます。 

本校は来年「霧が丘小学校」として生まれ変わりますが、霧一小が２７年間培ってきた「心 

の豊かさ」と「自ら学ぶ力」の育成を目指した教育を霧小に継承していけるよう、準備を進め 

て行きたいと思います。 
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